
国際政治経済学演習α(遠矢浩規) 通年
政政・経演・国演

遠矢　浩規

科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位３１０

　国際政治経済学は、戦争や外交交渉のような目に見えるイベントだけでなく、むしろそう
した現象の背後にある国際システムの見えざる「構造」や「過程」を可視化しようとする学
問です。一見、天下国家の問題とは関係なさそうな、企業や個人や集団による日々の経済
的・社会的・文化的活動が、生産や消費や貿易やコミュニケーションを通じて、実は国際的
な「格差」や「支配」に繋がるような国際システムの大きな「構造」なり「過程」を形成し
ていると考えます。そのため分析の対象は、しばしば国家や軍事的行動ではなく、貿易、海
外直接投資、国際金融、技術移転、エンターテイメント、サブカルチャーなどの領域に及び
ます。
当ゼミでは、そのような国際政治経済学のアプローチによって、特に「知的財産権」、「ソ
フトパワー」、「産業競争力」の関係性に注目しながら、「テクノロジーやコンテンツと
いった『無体物』が市場価値の中心になるにつれ、国家はどこに向かうのか、国際関係はど
のように変容していくのか」を考えます。
　授業は、関連する文献の輪読、チームに分れてのプレゼン・コンペ、論文作成指導の形で
行われます。年度末に３年生は数ページのミニ論文を、４年生は卒業論文を制作・提出する
ことが求められます。ミニ論文及び卒論のテーマは、国際政治経済学的なアプローチであれ
ば、ゼミのテーマと異なる分野（例えば国際金融、環境政策、南北問題、地域統合、安全保
障など）でも構いません。社会科学的な方法（「仮説」を立てて「検証」する、「理論」を
使う）を重視します。　
（注記：知的財産権を学ぶのが目的ではなく、知的財産権やソフトパワーの議論を通じて国
際政治経済学の理論や考え方を修得するゼミなので、知的財産権そのものへ深い問題意識や
基礎知識は前提としていません。）

第１回：オリエンテーション。

第２回－第15回：文献の輪読、チーム対抗プレゼン・コンペ、論文作成指導。

夏合宿（９月）：プレゼン・コンペ（３年）、卒論計画の発表（４年）。

第16回：秋学期オリエンテーション。

第17回－第30回：文献の輪読、チーム対抗プレゼン・コンペ、個人テーマによる発表、論文

作成指導。

（参考）2011年度ゼミの輪読文献（2012年度も使用する可能性があります）

小泉直樹『知的財産法入門』（岩波書店、2010年）

野口祐子『デジタル時代の著作権』（筑摩書房、2010年）

遠矢浩規「通商国家と知的財産権」（『知的財産法政策学研究』第34号所収、2011年）

ジョセフ・S・ナイ『ソフト・パワー』（日本経済新聞社、2004年）

岩渕功一『文化の対話力』（日本経済新聞出版社、2007年）

河島伸子『コンテンツ産業論』（ミネルヴァ書房、2009年）

リチャード・ローズクランス『バーチャル国家の時代』（日本経済新聞社、2000年）

クリス・アンダーソン『フリー』（NHK出版、2009年）

タイラー・コーエン『創造的破壊　グローバル文化経済学とコンテンツ産業』（作品社、

2,400円）

知的財産権・ソフトパワー・産業競争力の国際政治経済学　－コンテンツとテクノロジーが
変える国際関係－

国際政治経済学科
2012

（１）国際関係を政治・経済・文化の相互作用に焦点を当てて理論的に分析する能力の獲

得。

（２）国際関係を、「特定の事件や現象」（イベント）からではなく、そうした現象の背後

に存在する目には見えない「国際システムの構造や過程」から理解するセンスの獲得。
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（１）ゼミは３年、４年合同で行います。

（２）正規のゼミとは別に、週に１回、ゼミ生が主体的に行う「サブゼミ」があります（全

員参加）。サブゼミでは、正規ゼミの予習・復習、関連するテーマや文献の勉強会、プレゼ

ン・コンペに向けてのグループ・ワーク、各種行事の準備作業などを行います。主に４年生

が３年生を指導する形で行われます。

（３）夏季休暇中に２泊３日の合宿を行います。

ゼミ公式HP　 http://tohya.buzama.com/（間もなくリニューアルします。随時確認してみて

ください。）

ブログ　http://blog.goo.ne.jp/softpower　←ゼミの様子・雰囲気がよくわかります。

ツイッター　http://twitter.com/#!/DrTohya

フォトアルバム（１）　http://picasaweb.google.com/112185018444596926613

フォトアルバム（２）　https://picasaweb.google.com/108147728885560821609

（ブログ、ツイッター、フォトアルバムはゼミ公式HPからも入れます。）
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意欲、議論への貢献。




